
  

 

 

 

 

 暦（こよみ）の上ではもう春ですね。 

１，２年生はスキー移動教室が無事終わり、来週は学年末テストですね。３年生はそれぞれの進路が決まるまで

まだしばらくかかりますが、慌てず焦らず日々を丁寧に過ごしてくださいね。 

さて、今日は「聖バレンタインデー」にちなみ、辞書で「恋愛」がどのように記述されているかを紹介します。 
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・（おたがいに）相手を大切に思い、性的な結びつきも強めたいと思う気持ち。 

「三省堂国語辞典 第８版」 

 

・特定の相手に対して他の全てを犠牲にしても悔い無いと思い込むような愛情をい

だき、常に相手のことを思っては、二人だけでいたい、二人だけの世界を分かち合い

たいと願い、それがかなえられたと言っては喜び、ちょっとでも疑念が生じれば不安

になるといった状態に身を置くこと。       「新明解国語辞典 第８版」 

※ちなみに「新明解国語辞典 第７版」では下線部が「異性」でした。 

 

３年生の本の貸出手続

きは 3/3（金）がラスト

です。 

テストが終わったら、短

い期間ですが、借りにき

てね！ 

令和４年度 読書マラソン集計結果 

＊190冊達成 ３－７ 岡野 晴さん 

＊110冊達成 ３－１ 有田 紗英さん 

＊100冊達成 １－５ 貞包 葵咲さん 

＊ 90冊達成 ２－３ 中津 明祐美さん 

＊ 60冊達成 １－４ 空閑 梨央さん、３－２ 森田 智花さん、３－４ 小倉 千尋さん 

＊ 50冊達成 １－２ 植草 花歩さん 

＊ 40冊 4人、30冊 10人、20冊 21人、10冊 56人 

50冊達成でブックカバー、100冊達成で図書袋をプレゼント！ 



                                                   

                                                   

 

先生おすすめの本 ～３学期②～ 

今月はお二人の先生と図書館協力員からです。 

 

井ケ田先生（体育） 

★『天地明察』 沖方
うぶかた

 丁
とう

 角川書店 913ウ 

＜ひとことコメント＞ 

 この本に出会ったきっかけは、私が中学生のときに映画化された 

ことです。 

普段なにげなく使っている暦（こよみ）。暦は大昔からあるものかと思ったら、実は江戸時代に初めて日本独自の

暦が作られました。新しい暦を作ることの大変さ、苦悩がその暦を作った人の半生と共に描かれています。星や暦に

詳しくなくても楽しく読むことができると思うので、ぜひ一度手に取ってみてください！ 

                                       

 

 

                                         

飛永先生（副校長） 

☆『アルジャーノンに花束を』ダニエル・キイス 早川書房 933キ 

＜ひとことコメント＞ 

 主人公のチャーリー・ゴードン（３２歳）の知能が６歳児並みだったところ、手術を受けて天才となってから、主

人公と同じ手術を受けたネズミのアルジャーノンとの対話を通して、幸せの絶頂から欠けていくような喪失感と、人

生の中で抗う（あらがう）ことのできないことがあるのだと知った１冊でした。 

 この原作をドラマや劇にしたものもありますが、自分の中で置きかえて読んでいただきたいです。 

 

 

 

 

 

平向（図書館協力員） 

★『鳥類学者だからって、鳥が好きだと思うなよ。』川上和人 新潮社 488カ 

 ５年前に初めてこちらの図書室に来た時からタイトルが気になってしょうがなかった本です。タイトルからは内

容が全く想像できないところに魅力を感じましたが、やや分厚いので読むのを敬遠していました。 

昨年末、この本を返却した生徒さんに、どうだった？と聞いたところ、「めっちゃ面白かったです、２回読みまし

た。」とのことだったので、触発されてついに読みました！（やっぱり口コミは大事） 

 読んだ感想→ホントに良かった。軽妙な文章にとにかく引き込まれます。知識系の本なのに楽しく読めるし、知ら

れざる研究者の苦労話なんかも知れて、期待以上でした！ 

 ☆『ボッコちゃん 改版』星新一 新潮社 913ホ 

この本は、日本のＳＦのパイオニア星新一さん自選の５０作品が収録されており、まだ星さんの作品を読んだこと

のない人にはぜひ中学生のうちに読んでほしい１冊です。ショート・ショートなので朝読書にもおすすめです。 

 

花南中には読書好きな生徒さんが多く、図書室もたくさん利用してくれるので本当にリスペクトし

ています。私自身は残念なことに中学生のころは読書離れしていたのですが、我が子に読み聞かせを

する絵本選びのために図書館を利用するようになって読書習慣が戻り、本の虫？になりました。 

たとえ今本を読まない人も、将来なにがきっかけで読むようになるかわかりませんよ～。 

 

２０１０年本屋大賞

受賞作品です。 

図書室にあります。 

 

 

この本を読むと、無性
むしょう

に数学の本が読みたくなるはず。 

おススメ☆→「面白くて眠れなくなる数学」桜井進 410サ 

                     ｂｙ協力員 

 

関連する図書→『ひとの気持ちが聴こえたら』ジョン・エルダー・ロビソン 936ロ 

小説『アルジャーノンに花束を』の主人公さながらの数奇な体験をした、アスペルガー

症候群の本人が綴った、ノンフィクション。少し難しめ。 


